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教養部分館長就任のあいさつ

上　野　清太郎
　中村前教養部分館長のあとを受けまして，私が分館長を命ぜられ早く

も2ヶ月が経ちました。今更ながら浅学菲才の身がうとましく，日毎に

その責任の重大さを痛感致しております。それでも幸いに教養部では何

事でも相談に乗っていただける各専門分野の諸先輩・諸先生に囲まれて

いて，御援助・御指導をいただけますことを有難く感謝致しております。

また業務主任・3人の掛長さんを中心にチームワーク良く，しっかりと

纒って楽しい雰囲気の職場を作りあげ，その中で業務に精励しておられ

る職員の皆さん方一どなたと話しても図書館の仕事に大きな喜びと，

また専門職員としての自負とを持っておられる一と一緒に仕事をさせ

ていただけますことは，私にとりまして真に得難い勉強の機会だと感謝

致しております。

　教養部分館は旧制福岡高等学校の図書館を，教養部発足以来乏しい予算の中から，先輩諸先生方が晴熱

を込めて営々と拡張・整備・充実を計ってまいられたものであります。中村前分館長，奥田前々教養部長

の大変な御努力と岡村前図書館長の御尽力とが実を結びまして昭和55年4月に立派な新館が落成し，歴代

の教養部分館長はじめ諸先生方の念願は叶えられました。更に中村先生の御指導の下に運営面も面目を一

新し，分館の基礎は確立致しました。開館は平日20時，土曜日16時30分までと時間延長になり，開館日数

も大巾に増しまして，年間の開館総時間数では従来に比べ約60％増になっております。それにつれて利用

者数は3倍余となり，閉館時間まで学習する学生も連日であります。昨年末に視聴覚室も一応整備されま

したが，A・V閃閃まで整備されれば利用者の巾も一段と広がるものと期待されます。

　一方情報社会における学術情報資料の利用・蓄積・保管についての全国的な体系として，学術情報シス

テムのネットワーク形成が進められております。九州大学図書館は北部九州地区のセンター館としての機

能を果たせるように，業務の電算化・機械化が着々と進められています。教養部分館もその端末館として

業務の機械化が漸次進んでおります。それに従って従来の方式からの切り替えに伴う膨大な処理作業，あ
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るいは開発・推進・研究等の手縫グ大きくかかり，掃県の皆さんは木変苦労しています6将来のあるべき

姿に“日も早く到達したいと頑肇？でヤ、ますが何分摩重なる定員削減でやせ細った現在．Q分館の職員数

では日常業務さ宜停滞が危惧される状態です。充分な対応をする弾力性がなくて困っております。無力に

して徒手傍観するだけの私も胃が痛む思いです。概算要求に出されているように定員が充足ざれる日の一

日も早いことを念じて止みません。閲覧掛では機械化による業務のスピードアップでサービス向上という

効果も現れて喜んでいます。然し20余万冊に及ぶ蔵書の機械化への手当ては果たさねばならぬ目前の難業

務です。受入掛・目録掛でも機械化が進んで行きますが，破綻なく機械化ができるか，またその方策に頭

を痛めております。何とか旨くこの難関を乗り越えて，図書館業務が新方式にて順調に運営される日を早

く迎えたいものです。

　話は小さくなりますが，この4月の問だけ3階開架閲覧室の入口にレファレンス・コーナーを設けて新

入生のために特別サービスを試みて貰いましたところ，相当数の相談・反応があって担当者も有意義な試

みであったと喜んでお・りました。小さな事でも利用者の皆さんに喜んでもらえるものがまだあると思いま

す。少しずつでも探し出していきたいと思います。

　それに，昨秋進学するまで頻繁に教養部分館を利用していた学生の，当時掛員の皆さんに大変親切な応

対をしていただいたことに対する感謝の気持ちを縷々述べた御礼状が図書館に寄せられていたのを読ませ

ていただいたことがありました。掛員の皆さんに謝意を切々と吐露している学生の素直な文章に感激致し

ますと共に，掛員の皆さんが常日頃から黙々と利用者第一に精進してお』られる様子がよくわかり大変感動

致しました。

　　　　　　　よく見ればなずな花咲く　垣根哉　芭蕉
　万事に不調法な私でありますが，中村前教養部分館長が確立されました運営の基本方針を踏み違えない

ように，また教養部分館を皆さん方により気持ちよく利用していただけますように，職員の皆さん方と一

緒に意を配ってまいりたいと思います。皆さま方の御叱正・御身燵を切にお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教養部分館長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　　野　　三　　敏

　和本類の書誌学用語の一つに「田舎版」というのがある。即ち江戸期を通じて出版事業の三大拠点であ

った京都・江戸』・大坂の三都以外で刊行された書物類を惣称していうもの。　「田舎」は蔑称で面白くない

というのか，地方版という言い方もあるが，田舎版の方が何となく親しみ易い気がする。近年折々耳にす

る「地方の時代」という掛け声の効果かどうかはしらないが，この所盛んな出版史の研究の中に，ようや

くにして，右の「田舎版」の研究に当る様な動きが見え始めて来たのは誠に御同慶の至りというべきであ

ろうか。昨年五月には名古屋の市立博物館で「名古屋の出版」と銘打った展示会が催され，板元別に廿四

騨，約三百五十点の出品があり，立派な図録も刊行された。続いて今年の一月には仙台の市立博物館で，

「仙台の出版文化展」が催され，これ又廿三律，約百七十点の展示を見ている。更に，北陸金沢の出版に

ついて柳川馬車氏の報告が青裳堂書店の「書誌学月報」第八・九号に連載された。名古屋や仙台・金沢の

板行物は田舎版とは柳か言い難い程の盛行ぶりであった事は，この企てでも歴然としているが，籾，わが

九州は如何なものか。中世末から近世初頭にかけての大内版や薩摩版は暫くお・く。藩の出費によって行わ

れる骨導の類は平戸藩や熊本藩等かなりな例を見得るものの，これは要するに費用を藩が持ち，実際の出

版作業そのものはお・おむね三都の有力な本屋に委ねるもので，即ち○○藩蔵版というだけの事，実際にそ

の地方で出版・刊行された田舎版というわけにはいかない。辛うじて長崎には承保頃から竹寿軒，宝暦頃

に豊島屋，亨和頃から今見屋・大和屋・牛深屋・文錦堂・梅香堂といった板元が存在して，極く幕末には

「蛮舶図絵」の様な，見事な極彩色の色摺り版画迄板行ずる様な勢いを見せてはいるが，是等は大率地図

と長崎板画という，いわば御土産商品の製作所であり，板木屋と称すべきもので，未だ本屋とは言い難い。
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幕末には立身屋万兵ヱという御目出度い名前の本屋が出来て，専ら中島広足の著述等を刊行するようには

なるが，やはり書物という事になると，どうしても一冊三四十丁はあるのが道理で，それだけでも裏表二

丁がけの板木で二十枚程は必要となり，その板木代，彫り賃，摺り賃，紙代，製本代更には板木の保存場所

等々，ともかくかなりの大資本でなければ動きがとれないのが書物屋というものである。やはり地方都市

に出版屋が根付くという事は昔も今もかなり好条件が揃わないと難かしいらしい。しかし出版文化の時代

にあっては，何といっても版元の存在そのものが一種の文化のバロメーターと見倣し得るし，我が住む町

はやはりよそよりは文化的であって欲しいと願うのは人情というもの。そこで以前から博多を中心とした

筑前・筑後辺りの田舎版の存在に心をとめているのだが，これが薄々思うにまかせぬ状態なのである。

　論より証拠とやら，まつ乏しい所見本を挙げて見よう。

　一は黒田藩侍読月形鵤巣の詩集「山園雑興」。半紙本一冊で見返しに「清賞堂蔵梓」とあるのは月形家の

蔵板という事か。奥付に「天保三年壬辰九月　書舗　筑前博多麹屋番萬玉堂次男　江戸日本橋通二町目山

城屋佐兵衛」とあって，萬玉堂なる本屋の存在を確認出来る。一応江戸の名家玉山堂山城屋佐兵ヱと合板

の形をとるが，本の出来具合は山城屋で仕立てたにしては全体の彫りが甘く，何よりも田舎版特有の摺り

工程に於ける墨付きの悪さや，ニカワの加減に拠るかと思われる墨色の悪さが目立っていて，恐らくは博

多で摺ったものと見てよかろう。

　二に，一と頂度逆の工程になるかと思われるものを挙げる。益軒先生の著「君子訓」半紙本三冊。架蔵

本は元袋がついており，　「天保壬寅（十三年）新刻筑前夜須郡佐藤氏蔵版圃」の文字が左側に摺られてい

る。奥付はもう少し詳しく「天保十三年壬寅孟秋新刻／筑前夜須郡曽根田村農夫／佐藤藤右衛門蔵版／筑

後久留米／彫刻　中澤嘉右エ門」とある。標色表紙に，鼠色地布目模様入りの題姦を用い，絹のハナ切れ

迄備えた丹念な仕立てで，彫りも摺りも墨色も申分のない立派な出来である。巻頭に当時の大学頭林野の

序あり，巻末には月形願事・江藤厚東・広瀬淡墨・草場楓川の賊が備わって，何れも私財を投じて本書の

刊行を図った筑前夜須の豪農佐藤氏の挙を顕賞する。即ち佐藤氏の私版であり見事な造本である。彫りは

奥付にも久留米の中沢嘉右エ門と明記されていて疑い様もないが，恐らく摺りや製本は佐藤氏の財力によ

って，遠く三都のしかるべき本屋に依頼されたのではなかったろうか。当時これだけの造本の出来る本屋

が筑後にありとするならば，必らずや他にも同様に見事な出来の数本を見得る筈と思えるからである。文

化八年刊「三教祖論陣表伝」，同断年刊「相学提要国字解」は何れも筑後の翠色石庭の著，久留米の「紫黒

台蔵版」　「東都彫工　山口墨鷹謹刻」とある。この場合は江戸の彫師山口墨鷹が久留米へ下って来て彫っ

たのか或いは逆に江戸へ上せて山口に彫らせ，製本させたのか，本の出来具合いから見てやはり後者かと

私は思っている。博多漢詩人の詩華集「石城唱和集」大本二冊も，本の性格から言えば当然博多版である

べき所見返しに「玉蘭堂蔵版」とあって奥村玉蘭の出資によって出来たものである事は明らかだが，奥付

にはく京寺町二丁南／書林　野田治兵エ〉とある京版。何れにしてもキッチリとした出来栄えのものはど

うしても三都のものに多い。

　三に田舎版の典型の如きもの一部。題して「安産手引草」とあり，半紙本九丁だけのもの，表紙も共紙

で二ヶ所をコヨリ綴じにしたパンフレットの如く，彫り・摺り・墨色の三点共に田舎版の欠点をさらけ出

したもので，見ただけで素人出版の施本である事がわかる。内容も題名通りの家庭医学の手ほどきで，施

与にふさわしい。巻末に次の如くある。

　　彫刻工　はかた川ばた越後屋藤五郎

　　　○版木仕出し人　博多　野村久治

　　　○紙仕出し人並之通

　　　　・鳥飼村横地氏　　　　・菰野村横地氏　　　　　・本数五百冊野村久治

博多大山忠平　　　・同
・同@鋳物師甚兵エ　・同
・同@萬屋惣平　　　・同

・同　開屋正次郎　　・同

　同　魚屋清次　　　　・同

野村友助　　　　・同

米屋喜八郎　　　　・同

紺屋弥作　　　　　・同

角屋正右エ門　　・同

角屋次八　　　　・同

磯貝治兵エ　　　　・同

綿屋平吉　　　　　・同

紅粉屋正右エ門　　・同

八百屋半七　　　　・同

米屋八右エ門　　　・同

藤谷勾當

米屋三七

鶴田惣右エ門

綿屋次助

越後屋藤五郎
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　ここに言う彫刻工は所謂る板木屋と称する職人であろう。手近くは商店の看板から社寺の掲額，ひいて

は太宰府天満宮や箱崎平等の御土産代りの見取り図下行等に及ぶ。越後屋は或いは櫛田さんの御用等も勤

めたかもしれぬ。板木は板木，紙は紙　それぞれ米屋・八百屋・綿屋・魚屋互いに持ちよっての出費で出

来上る施本，粗末な物ではあるが，これこそ田舎版のこころ意気というものでもあろう。

　四に「新板早繰年代記」と題する大本一冊。本文から元治元年の刊行とわかる。

扉裏に 　　　　筑前州博多之住当時

彫刻師　豊前中津古博多街　　藤　吉右エ門

　　　　何某元滞留中

安達氏　豊後州国東郡高田住鍛治屋街

蔵板　　　　　　　　　　　亀屋　四郎兵ヱ

とあって博多の彫師藤吉右エ門が中津滞留中に豊後高田の薬種商亀屋こと安達四郎兵ヱに依頼されて彫

り上げたものという。博多版というわけではないが，こうした渡り歩きの職人によるものもある所が面白

い。これ又摺り，墨色の二点に於いて田舎版の特徴を明示する。

　五に，これは九州工大の石川八朗氏御所蔵の俳書一冊，題姦に「藷遺筆誌　完」とあり，扉に「温言室

黙雷居士追善」　「小倉　柳雫誌面歩輯」とあって文政八年小倉藩士黙雷の残に門人嵐歩が追善集を編んだ

もの。巻末に「小倉彫刻所　藤：可丸木齊」とある。木斎は集中にも発句一句論集しており，黙雷門の一人

でもあったらしい。この書もまさしく彫り，摺り，墨色の三点に田舎版の特色を立派に有している。一般

に俳譜は最も地方的な文芸でもあったので，多くの地方版がありそうなものであるが，編者は地方俳士で

も刊行は三都の本屋にゆだねる場合が多く実際には殆んど見得ない。但し板式等から言ってそれらしい物

は二，三あるが，奥付や刊記に明記するものがないので確認出来ないという事でもある。本書の如きその

稀な例である。

　以上乏しい見聞を記して無知をさらけ出したが，敢えてこのような挙に出たのは一つの目論見あっての

事でもある。というのは，初めにも記した如く，最近ようやく地方版の研究が緒につき始めた。そしてそ

れは先づ何はさておき，実際にその地方で刊行された書物の現物を集める所から出発せねばならぬ事言う

迄もない。そしてそれは当然のこと，その地元の図書館なり，研究機関なり，更により手っ取り早くは，

地元のしかるべき古本屋さんなりの手で行われるのが常道であろう。論より証拠，先述の名古屋版は藤園

堂，仙台版は菅野という地元に根づいた古書蜂の手によって集められそれを地元の博物館が補強したもの

が大半を占める。翻って我が町福岡にはそうした収集の存在を聞いたことがない。実情は今では残念なが

ら遅すぎるというべきなのであるが，ここで筆者が恥をかけば，それ見たことかと諸方から知見を寄せら

れる可能性に大いに期待するからの事である。

　　因みに近世期地方版についての最も纒つた考察は「長沢先生古稀記念図書学論集」に寄稿された中村幸彦先生の「近世地

　　方版研究の提唱」と題する論である。宜しく御参照願い匂い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文学部助教授）

『ペラ文庫目録覚書』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松　　田　　高　　史

　ペラ文庫の冊子目録が完成してから1年が過ぎたぎ主1）この間に，国内での文庫利用者の数が急増しただ

けでなく，欧米の名だたる研究者からも驚きと称賛の辞が寄せられたことは，目録編纂に関わった1人と

してうれしい限りである。しかし一方で，目録編纂当時の苦労の思い出は，記憶から薄れていくばかりで

ある。幸い機会を与えられたので，ここに，冊子目録が出来あがるまでの苦心の一端を，カタロガーの目

からではなく，研究者の立場から紹介することにしたい。この一文が，冊子目録利用の際の手引きとなれ

ば，幸いである。

　単本・別刷・雑誌を合わせて3，000点近い膨大なコレクションの目録作業は，もちろん中央図書館洋書

目録掛のスタッフによって進められたが，分類作業等に蔵書内容についての専門的知識を要したため，森

教授を始めとする文学部西洋史学研究室のスタッフが全面的な協力をし，特に冊子目録の編纂については，
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西洋史学研究室が実質的な責任を負った。筆者も研究室側の要員として，1年半余り図書館に通ったわけ

であるが，どうもこのお手伝いが，かえって目録作業の進捗を，当初の予定の倍近く遅らせる原因になっ

たようである。というのは，冊子目録に，ペラ文庫の特色をできる限り反映させようとする我々研究室側

の要求と，図書館側のルーチン・ワークとがかみ合わず，このギャップを解消するために多くの時間を要

したからである。しかし，いささか弁解じみるが，図書館の作成する目録カードをそのまま冊子目録の原

稿として使用する以上，このギャップはどうしても埋めておかなければならなかった。

　第1のギャップは，目録法に生じた。図書館としては，ペラ文庫といえども九大の蔵書の一部である以

上，現に図書館の採用している目録法，すなわち英米目録規則に従って目録せざるを得ないのであるが，

一方で我々の側は，シャルル・ペラ教授の旧蔵書，すなわちペラ教授の専門に則して系統的に集められた

蔵書がもつ体系を保持するためには，ペラ文庫独自の目録法があって然るべきと考えたし，実際その法則

性に従う方が，この文庫を利用する，お』そらくはその層が非常に限定される研究者の便にかなうものであ

ることを疑わなかった。とはいえ，こと目録法に関しては，我々素人が専門のカタロガーの領分に口をは

さむ余地はなく，結局英米目録規則に準拠することに落着いたのであるが，その結果，以後我々は，第2・

第3のギャップに悩まされることになった。フランス語の文献・論文を主とする蔵書を英米語による目録

法で目録する矛盾，これ以上増加することのない，いわば閉じられた蔵書を九大の他の一般の蔵書と同じ

レベルで目録しなければならない矛盾が，それである。

　典型的な例を以下に示そう。右図は，研究者の間では

編者の1人の名をとってイザンベール（Isambert）版と呼

び慣らわされている，29巻からなるフランスの代表的な

王山霊の最初の巻のタイトル・ページである。この王二

二を英米目録規則に依って目録すると，カード例1）のよ

うになる。規則では，法律関係出版物は，原則としてそ

の法律が適用される管轄区域名（France）に，法律の内容を

示す一定の副標目一もちろん英語型（Laws，　statutes，　etc．）

である一を付した標目のもとに記入を行わねばならない

からである。しかし，この王乳集のなんたるかを知る者

にとってこの標目はなんとも奇異であり，このカードか

ら当の二二集にたどりつける研究者は，おそらく1人と

していないであろうと思われた。さすがにこの類の標目

には我々も妥協できず，　「談合」を重ねて，書名主記入

とすることで我々の主張を受け入れてもらうことにした
（カードf列2）注2））。

　幸いこの二二集はペラ文庫にしがなかったので，標目

の問題についてはこれで一件落着となったが，たまたま

同じ図書がすでに九大の蔵書中に存在した場合には，事

はひどく面倒になる。つまり，同じ図書を示すカードが，

各々異った標目のもとに記述され，その結果，総合カー

ド中に入れ込まれる際，互いに離れた位置に配列されて

RECUEIL　GEilVERAL

　　　　　　　　DES
且NGIENN］嘔】S　I」OIS］FR且．NG且IS］ES

　　　　　　　　　　　　　b
　　DEρUISし．A閥420　jUSOUIA　l．A　R虐サOLUTIO飼DE　l789，

　　　　　　　CONTF．Nへ貰丁　＝
　　　L亀　：OTlC騰　nEs　PRI、C睾Pし口X　YONL’MEATS　D団　関‘RO▼1：G躍E：S，

　解昂tu風Lρ▼1、aI蔭5ロnf．s　a囲ixlF　s，ur　LE　TEI　TF．　DES　ORDO∬’▲：’CE5，曲rr5，

図伽負ム▽ε0郭8　，　umF－S　「▲tt－7tres　7　R奮GL吼コE5TS　，　A““直τ5　Dσ　CO貫SEIL，　臨，　，

　　　　　　nEいTno”1加E　RAG£，
　　　O口5●●員●●8P餌爲hro宵・縄ou剣闘1，euvcnt　serv且r，

SoKt　d　V’s“k“etit“t’s““，　s“’“　ix　N’thsto’“e　a“　bro’st　N“bLKc・　tt　pfi“i．

　鳥嘱聞7鵬闘面竃oo・駄翼。星・▼菖・L巴【冒鳴。、eLoc監ocr訂7轟・L竃G忌誕臨■“鞘τ巴erf

　　　　　　匡▼畠L7質畠■lt厘。ヒ膣。露5冨轟T＝藍属翼5；

　　　　　　　PAR　NU．
　iOURDAN，’，　DECRUSY，　ISA）IBERT，
　　O．t儲　

，●　 囲1●　　　　　　　　　　　　 A曜8竃　‘　1●　CO■r　r◎7昌圏t　　　　　　　　 A層ec●‘　●O＝　caO●oi！●　 己幽　 Roi

　A欄6　‘　1●　 伽r　”，・　‘層　P8門唖，　　　　　　　　　　　　　　　　　 6魯　 P“i●．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●1　直　1昌　 Coor　 de　a5醐io回．

　　　　　　　・Ve魑b邸曜日Ordo■oo臨・q量eg　ch“int‘』糧b悶do　po・ConN　dt

　　　　　　，　
Pu［曜国e●1，　●量　 5硬ロb8●N已ロεo巴　 t‘　 鳶陰d巳切ir唇9　 4響　　eo・　 b凶to　 o仁

　　　　　　’：・昌紬縄＆7翻巳・・」阿。』。・Ord。。ロ・昌ご。・．・6・9・e・1阻。oa・

　　　　　　，　
‘匿1巨cal凶　 ，

　 ●巳Pte園6■t　，　o■　 邑巳巳　pr◎国PI鱈皿●9巳　爬co咀　 亀　 ic岨cs7　，

　　　　　　　’・胃．70幽「Ordi旧凋．山二〇【rls　xr’，■drt隅95．17r己●廊，♪

TOIIE　L　一　420－19－70．

一一D．t4－r：v一一一一

　　　PARIS
LtBK，SIIUE　DE　PLOI’　FRE－RES，

　　　田，剣隠匡t頂s一直ol▼：u鳥震．

　　匡1’翼　nr　vムv6犀隔ARn腎　1，，

しまうからである。このケースにぶつかった時には，やむなく窮余の策を講じることになる。すなわち，

カード例5）のような副出カードを作成して，両者の距離をつめるのである。

　この漏出記入という方法は，上記した様々な矛盾を解決する上で，この上なく便利であった。実際前述

の王令集の場合にも，この方法は，有効かつ適切であった。なぜならば，この王令集を利用しようとする

研究者の90％以上が，書名からではなく，もちろんFrance．　Laws，　statutes，　etc．という標目からでもなく，

Isambertの名で目録カードを検索するに違いなく，従って，　Isambertの名を副出することでこの王三三の検索効
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率・確率を，ともに100％に近い数字．に高めるこ．とが可能だからである（カー：ド例4））。．

　しかしながら，．この方法にも思いがけない盲点が存在した。目録規則によれば，著者表示エリア注3＞に記

述される著．（編）者は3人までで，．4人以上になると最初の1人のみが記され，その他は…〔et　al．］．と全部省

略される。．二方・ユニット・カードシステムでは，副出記入とすう事項は，必ず基本記入の記載事項の中

から畢定され，ごれを規則に準じた標目形濠び訳運にしてユニッ．ト・．カードの上部に記載しなければなら

ない。．ゆえに，前述の王令集の編者が仮に4人であづた場合，しか．もIsambertが筆頭編者でない限り，彼

の名は鯛焼記入の標目とはなら凱結果的にlsambartの名からの検索は不可能になってしまうのである。

実のところ，この原則を忠実に守ることで，ペラ教授共（編）著の目録カードにペラ教授の名があ．がらない

という事態に直面した時，我々の当惑がいかばかりであったか，お察しいただけるであ．ろう。これは，ど．

うしても規則を曲げてもらう以外に．なかった。
．ぺ．鴛ｶ庫には，ペラ教授の旧蔵書であるがゆえに，通常では取扱うことのない種類の図書が多数含まれ

ていた。．．目録作業を通じて，両スタッラのもでる力がフルに発揮されたのは，』．．まさにこめ種の図書の目録

においてで．あ．つた。たとえば，． ?髟ｶ献の中からパラリと落ちた一葉の紙片7一それが，別の本からベラ教

授が破り取ってはさみ込んだ当該文献の書評であれば，．これは分綴本としての別個の目録が必要であ．つた。

別刷の中には元の図書の情報を欠くものが少なくなかった。これらの図書の目録では，元の図書との関係

の明示が重要な要件であるので，可能な限りそのデータrを求めねばならな．いが，ペラ文庫ほどの専門性

の高い蔵書になると，決して不備とはいえない図書館のトゥール類をもってしても，．充分な情報が得．られ

ないことが多かった。その場合には，次に我々研究室側のトゥ「ノセが総動員されることになるのギ魁．．た

だここで筆者は，．こう．しtg通常の手段ではどうしても困難であった情報の入手を可能にしたトゥール類魁

ペラ文庫それ自体にもっとも多く内蔵されていたことを特に記しておきたいぎ主4）まさにこの点にこそヨー

ロツペ¢！碩学ヴ築いた蔵書体系の基本特徴が存するからであり，筆者は，この蔵書の目録作業を通じて専

門研究におけるトゥール類の重要性を再認識させられた次第である。

　ともあれ，こうした苦労を重ねてペラ文庫は，全国の研究者の利用に供される態勢になった。是非とも

広範な活用を期待したい。

　　注1）ペラ文庫については，文学部森教授執筆の紹介記事（「ペラ文庫」図書館情報Vol．14．　No．4，1978．10－12。他）

　　　　　を参照されたい。．

　　注2）但しカード例3），4）のような標目の補記については，配列の第1次要素にはならないことから，無理にabb6．　de

　　　　Saint－Denisあるいはroi　de　Franceとはしなかった。

　　注3）目録カードの記述部分のうち，書名のあとに続けてその著作の著（編）尊名が記載される部分をさす。但し著者名が

　　　　．標目と同一で南る場合には省略される。

　　注4）カード例7）は，1枚の基本カードに同一著者による3件の書評が目録されている。もちろん第2・第3の書評は著
　　　　者＋書名の形で副出される。この書評の元の図書の情報は，明らかにならなかった一カード例8）の場合のように他

　　　　の文献で元の図書の情報が得られた時は，その出典を明記するが，．ここに出典として示されている文献は，ペラ文

　　　　庫中のものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文学部助手）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　例1）
France．　Laws，　s七a七u七es　t　e七c．

　　　　　ノ　　　ノ　Recueil　general　des　anciennes　lois　fran一一
gaises，　depuis　l　tan．420　jusqu’S　la　R（≦volu七ion

de　l789；　con七enan七　la　notice　des　principaux

　　　　　　ノmonu皿en七s　de　Merovingiens，　des　Carlovingiens
e七　des　σap（≦七ien＄，．臼七　le　七ex七e　des　ord6nnances，
ノ　　　　　　　　　　　　　ノ

edi七s，　declara七ions，　1e七七res　pa七en七es，
rbgle皿en七s，．arrさ七s　du　Consei1，　e七c．，de　la

七r・i・i乙me　race，＿par　J・u・dan，　Decrusy［e七］

工samber七．　　To皿．　1－28，　七able。

Paris，　Plon　frるres　［1821－185：5］

　29v．　in　50．　21　c皿．

　Vol．　X2　has　　2　par七s．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　例3）
Suger，　Abbo七　2£Sain七　Denis．．

　　Vie　de　LoUis　le　Gros，　p4r　Suger，　suivie　．
de　Lthis七〇ire　du　r6i　Lolxi．s　V男工．　PUbli6es

　　も（1iapre　s　les　manuscri七s，　par　Auguste　Molinier。
paris，　A．、Picard，　1887．
　　50，　lg6　P。　　24ξcm●　　　（Co＝Lleg七ion　de

．七eX七eS　pOUr　SeエVir　a　l　t　6七Ude　e七　a．ltenSeigne一　「

耳men七．de　l　lhis七〇ire，4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．例2）

　　　　ク　　　ダRecueil　generak　des　anciemPes　1。is　frangaises，
　depuis　l冒a皿420　jus（luta　la．R6volu㌻ion　de

　1789；　cQn七enan七　la．　no七ice　des　principaux

　　　　　　　　ダ　皿onumen七＄　de　Me蓼ovingiens，　de　s　C　arlovin一　．

　　　　　　　　グ　　　　ド　giens　e七des　Gape七iens，　e七1e七ex七e　des
　　　　　　　グ　　　　　　　　　　　　ク　6rd。㎜Cesごedi七s，　decl　ara七i。ns，．　le七七res
　pa七en七es，　r・gl号me城・，　a・ra七s．　du．　C。nseil，

　e七c．，de　la七roisieme　race，．6．．paiC　Jdurdan，
　Decrusy　［e七］　工samber七．　田o皿．　1－28，七able．

　　　　　　　へ　Pa・rris，　Pl。n　freres［1821－1855］

　29v．　i．n　50．　21　cm。

　Vol．12　has　　2　par七s．

例4）

Philippe　VI，　！t［2n＆　gf　J11tg1｝gan　gce．

　1」e七七res　c＝Loses，　＝Le七七res　TTde　par　le　iCoyit　㌃

de．Philippe　de　Vaユois［6d．　par　R．　CazeUes］
Paris，　Soci6七6　de　l豊his七〇ire　（1e　Frances　1958．

　160　p．　24　cm．
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France．　　工」aws，　s七a七u七es，　e七c●
例5）

Recueil　96n6raユ　des　ancie㎜es　lois’i　frangaises，
　　　　depuis　l　t　an　420　jusqμ畳乙la　R6volu七ion　de

　　　　l789；　con七e］〔un七　la　no七ice　des　principaux
　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　　　　monu皿en七s　de　Merovingiens，　de寧　Carlovin一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　giens　e七　des　Cape七iens，　e七　1さ・七ex七e．．de白
　　　　　　　　　　　　　　　　グ　　　　　　　　　　　　　　ク
　　　　ordonnances，　edi七s，　declara七ions，　le七七res
　　　　pat・∬七es，　rもglemenSs，　a　crre七・．du　C。nse且，．

e七c．，de　la七roisieme　race，＿par　Jourdan，
Decrusy　［e七］　工sa皿ber七．　　Tom。　1－28，、七able．
　　　　　　　　　　　　　へPa・rris，　Plon　freres［1821－185刃

29v．　inう0．　21　cm．

Vo1．　12　has　2par七s．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．例7）

Mazzolept，　Jole．
　　　　Wilhelm　Heupel，　Schrif七un七ersuしchu㎎en　zur

Regis七erf｛ihエUng　in　der　Kanzlei　Kaiser　Frie－

drichs　工工．　Charles　Perra七　e七Jean　Longnon，
A・七・・r・la七if・Ma　prin・ipau七6　d・M。r6・，1289－

1500．Jean　Longnon－Pe七et．　TopPin9，⊃ocumen七s
sur　le　r6gime　des　tteicr．　es　dans　1el　principaut6
d・MQr6・au　Xrve　siる・1・．．［「S．ユ．，・．n．，ig一一］

　　　　p．　405－407．　25　cm．

　　　　Cap七ion　七i七1e．

　　　　⊃e七ached　from　ano七her　work．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ．エsamber七，　Frang　ois　An（i「e，並・9Ld．

例．6）

　　　　　　　　　ノ　　　ゆ
Recueil　generaユ　des　anciennes　lois　frangaises，
　　　　d・pui・1・an　420　ju・四らla　R6v。1u七i。n　d・

　　　　1789；　con七ena皿七　la　no七ice　des　principaux．
　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　　　　皿onu皿en七s　de　Merovingiens，’des　C録lovinF
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　　　　giens　e七des　Cape㌻iens，　e七1e七ex七e　des
　　　　　　　　　　　　　　　　グ　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　諜驚e璽さ轟賦e黒部1’器S6。畿！S
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
　　　　e七c．，．deユa．tr・isieme　race，…par　Jourdan，
　　　　⊃ec■usy　［e七］　工sa皿ber七．　To皿．1－28，七able。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　Pa　rris，　Plon　freres　［1821－18う5］

　　　　29v．　inうO．　21　c皿．　　’

　　　Vo1．12　has　2par七s．

Gidel，　Ch．
　　　　　　　　ク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ

　　　　La　legende　dlAris七〇七e　au　moyen　age．
［Pari・，・．n．，　　　　　　　　　　　　　1874］

　　　　p・　［285］一552●　．215c皿◎

　　　　Gap七ion　七i七工e．　　　　　・

　　　　1）e『ヒached」fro皿：Annuai■e　de　l　t　association
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クpour　l　t　encou　cagement　des　e七udes　grecques　en
France，　ann6e　8，1874．　cf．　Bibl．　96nユ．　des
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ七ravaux　his七．　e七　archeo1．

例8）

資料紹介

昭和56年．度「特別図書購入費」による．購入． }書にういて．

一中央図書館一

昭和56年度の「特別図書」として下記の通り購入しましたのでご利用ください。

The　Accountant．
　　Vol．　1（1874）一30，

　　　（会計誌）

42－50（1914）

・昭．和．56年度

Alfabetisch　Catalogus　von　de　Boeken　en　Brochures　van

　　het　lnternationaa｝　lnstituut　voor　Sociale　Geschie－

　　denis．

　　2．　Supplement．　Vol．　1－3．　1979．

　　　（国際社会史研究所蔵書目録）

British　Parliamentary　Papers．

　　一　Colonies　General　一　（IUP）

　　Vo．1．　，1（1849）L9，　20；24（1886）

　　　（英国議会報告書）

Catalogue　Generel　des　Manuscrits　des　Bibliotheques

　　Publ　iques　de　France．

　　Vol．　1（1885）一25（1894）

　　　（フランス全国公共図書館手稿総目録）

Collier　on　Bankruptcy．　15．　ed．　New　York．

　　Vol．　1－7　Appendix　1－3．　loose－leaf．

　　　（コーリャーの破産法）

Comprehensive　Dissertation　lndex．
　　Anntial　Supplement，　1977（1978）一78（1979）

　　　（米国学位論文綜合索引・年刊）

特 別 図 書 覧

Edelmann，　Johann，Chri・st．i’ 曹氏D・’，

　　Samtliche　Schriften　in　Einzelausgaben．

　　Bd．　1（1735）一7／1（1740）　1980．

　　　（ヨーハン・クリスチャン・エーデルマン全集）

Environment　and　Behavior．
　　Vgl・．　．1　（1　9．69）．　T12（1，　980）

　　　（環境と行動）

Der　Gerichtssaal．
　　Bd．　33（1881）一34，

　　65－70（1910）

　　　（法廷雑誌）

コ

J

40－43，

　　　　　　　　　　　　　　　’

45－51，　53－56，　58，　61－63，

　vo．n　Staudingers　KQ卑皿ent昂r

Gesetzbuch．　（BGB）　12．　Aufl．

Bd．　1－3，　Lfg．　4－6，　9，　12－14，

24－26，　28．

（シュタウディンガー

zum　Bttrgerlichen

16，　18，　20－22，

の民法典コンメンタール第12版）

Law　Commission　Working　Papers．　Vol．　1－9．

Law　Commission　Reports．　Vol．　1－10．

Law　Commission　Digest．

　　1979．　1　set

　　　（英国法律委員会調書・報告書・索引）

Lhasa　Kanjur．　（Micr6ficheS．）

　　　（ラサ版チベット大蔵経一仏説部）．
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La　Librairie　Frangaise　Tables　D6cennales．

　1966－75．　Auteurs　1－3，　Titres　1－3．　6　vols．　1979．

　（フランス書籍目録・累積版）

Library　Literature．

　Years　1921／32－1967／77．

　（図書館学文献索引誌）

Multinational　corporations；　operations　and　finance．

　Advisory　eds．：　Stuart　Bruchey．

　35　vols．

　（多国籍企業研究叢書）

La　Plume：　Revue　litteraire　et　artistique．

　No．　1（1889）一426（1914）

　（ブリューム誌）

Reclus，　Nouvelle　G60graphie　Universell．

　Bd．　1（1876）一6，　9－19（1894）

　（新世界地理）

図書館情報

La　Semaine　Juridique．

　Annee　4（1942－46）一8（1962－1966）　1980／81

　（法律週報）

Stallbaum，　G．：　Platonis　Opera　Omnia．

　Garland　Reprint．　1980
　Vol．　A一一K（1835－1860）　14　vols．

　（スタルバウム編プラトン全集）

朝日新聞地方版九州版（マイクロフイルム）

　大正4年～昭和10年

中国書籍総目録（全国総目録）
　第1巻（1949）～第13巻（1965）　書名索引付

教育時論（複刻）

　1（明治18）一38（明治27）1981

四部備要　中華書局編
　彷宋活字　平装本687冊

図書館業務電算化ニュース

図書整理業務第2次システム、稼動開始

　図書整理サブシステムでは，4月30日に操作説明会を開催し，オペレーション練習期間を置いた後，5

月10日より稼動を開始した。今回の第2次システムは，目録サブシステムとの連動，重複調査機能による

既存データ（DB，　MARC等）の取込み，継続発注図書の受付管理，セット価格処理，出力帳票の改善等を

含むもので，第1次システムの大幅な機能アップを果している。

　また，目録サブシステムは，5月17日に和書目録データ作成処理の操作説明会を開催した。引続き洋書

についても近日中に説明会を開催する予定である。

　なお，これらの説明会には北部九州地区国立大学図書館機械化ネットワーク協議会構成館の担当者も参

加した。

　JAPAN／MARC中やオリジナル目録時に出現するJIS漢字基準（C－6226）外のいわゆる外字の処理に

ついては，和書の整理関係では避けて通れない問題である。

　登録に要する労力，使用エリアの制限等から一定の基準を設定せざるを得ず，標記委員会を館内関係者

で設けて’協議し，初期登録に必要な予備作業を行った。

端 末 奮 戦 記

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永　　井　　　　　謙

　早いもので，われわれのささやかな図書室にも端末機がはいってから，もう9ヶ月にもなろうとしてい

る。この間，開発班一同の昼夜兼行の奮戦もさることながら，われわれ端末側も，一昨年の10月に始まっ

た購入和雑誌のデータシートづくり以来，それへの対応に追われっぱなしの何ケ月かではあった。しかし，
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慣れとは恐ろしいもので，最初はやたらにピカピカ光るばかりで，ひどく恐ろしげに見えていたわが端末

機も，今では，受付入力が順調に進んで行く時などには，使い慣れていたブック・ヴィジブルやペンと同

じように身近で親しいものに感じられてくるから不思議なものだ。

　もっとも，最初は失敗もいろいろとあった。処理要求の時に，パスワードに0のつもりでうっかりQを

入力してしまって「出ない出ない」と騒いでみたり，出力要求のつもりが処理要求をやってしまって，こ

れまたなぜ出ないのだろうと首をひねってみたり，リストの出力の最中に，つい機械に任せてトイレにな

ど行ったばかりに，用紙がつかえてグシャグシャになって，ひと月分の購入雑誌のリストをオシャカにし

てしまったり，今にして思えば，滑稽なミスも随分と多かったのだが，その都度，開発班のだれかれに電

話で「モシモシ」とやるのだから，開発班のご苦労たるや，まことに察するに余りあるものがある。

　今日ではオツキサマへ人間が行こうかという時代なのだから，図書の整理を，カードや書類の山の中で

手作業でチクチクとやるのは，何といっても時代遅れなのであろう。それに，あとからあとから押し寄せ

る，情報の洪水のことを思えば，今ここで電算化に踏み切ったことは，そして，それがともかくも緒につ

いたことは，われわれの業務を，将来に向けて，大いに前進させたことになるのではなかろうか。

　いわゆるコンピュータリゼーションについては，非人間的な単純作業の強化，また，それを操作する人

間のロボット化等々，非難の声もまた少くない。しかし，あらゆる変革に対応し得ぬものは，結局滅び行

くものであろう。このたびの変革の主体が，あくまでわれわれ図書館人の側にあることを忘れぬかぎり，

この小さな端末が，これからも続く絶え間ない情報資料との奮戦の中で，われわれに，強力で大きな武器

として働いてくれるものと思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法学部図書掛）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　綾　　部　　清　　香

　私たちの職場にコンピュータが設置され，日常業務が機械処理になって，はや1年になろうとしていま

す。最初の頃は機械が思うように動かなかったり，操作ミスで止めてしまったりで，業務が混乱しました

が，今では一応の操作も覚え安定した稼動状況です。コンピュータは，本辛複雑なものなのでしょうが，

端末の操作となると車の運転と同じで深い知識がなくても決められたとおりにすれば間違いなく動くもの

だとわかりました。また，キーの押し違い等は，エラー表示で教えてくれるので，割に簡単に入力できま

す。

　この1年受入業務を担当してみて，操作の面より書誌的な判断の方がずっと難しいと感じました。受入

で入力したデータは目録や検索に使われることになるので出来る限り正確に入力するよう心がけています。

しかし，著者名などで思いもよらない読み方をしたり，角書きや奇怪の処理に迷ったりで，先に進めない

ことがよくあり，自分の勉強不足と日本語の難しさを痛切に感じさせられます。

　現在は，まだ従来のマニュアル処理も残っていて，仕事の量が増えている部分もありますが，電算化開

発の道半ばとのことですから，もう少し様子を見る必要があると思っています。来年の今頃は，機械に振

りまわされているか，自在に使いこなしているか，果たしてどういう状態になっているか，不安と期待と

が半々というのが現在の心境と言えましょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（整理課受入掛）

昭和57年度図書館開館スケジュール

中央図書館・医学分館・教養部分館の本年度の開館スケジュールは次のとおりです。

なお，特別の事情により開館時間を臨時に変更する場合は事前に掲示等でお・知らせします。
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　＜中央図書館＞

L　延長開館
　　　平日9：00～20：00土曜9：00～16：30
　　実　施　日

　　　昭和57年4月3日（土）～7月31日（土）

　　　昭和57年9月2日㈱～12月25日（土）

　　　昭和58年1月6日休）～3月25日（金）

2．通常開館’
　　　平日9：00～17：00土曜9：00～12：00
　　実施　日
　　　昭和57年4月2日（金）

　　　昭和57年8月3日㈹～8月31日㈹
　　　昭和58年3月26日（土）～3月30日（水＞

3．閉館（閲覧・貸出業務停止日）

　　毎月1日（但し，1日が土曜，日曜，祝日の場合

　はその翌月曜日）

　　開学記念日

　　昭和57年12月27日（月）～12月28日（火）

　　昭和58年1月4日（火）～1月5日（水）

　　昭和58年3月31日休）

　　（但し，閉館中も自由閲覧室は開室していますので，

　玄関横の階段から入室して下さい。＞

4．休館　日
　　日曜，祝日，年末年始

　＜医学分館＞

1．延長開館
　　　平日9：00～21：00土曜9：00～16：30
　　実　施　日

　　　昭和57年4月2日（金）～7月10日（土）

　　　昭和57年9月13日（月）～12月11日（土）

　　　昭和58年1月10日（月）～3月31日越）

2．夏季開館
　　　平日9：00～17：00土曜9：00～16：30
　　実　施　日

　　　昭和57年7月12日（月）～9月11日（［1）

3．通常開館

記

図書館情報

　　　平日9：00～17：00土曜9：00～12：00
　　実　施　日

　　　昭和57年12月13日（月）～12月25日（土）

　　　昭和58年1月5日（水）～　1月8日（土）

4．閉　館　日

　　毎月1日（但し，1日が日曜，祝日の場合はその

　翌日）

　　開学記念日

　　昭和57年12月27日（月）～12月28日（火）

　　昭和58年1月4日（火＞

5．休　館　日

　　日曜，祝日，年末年始

　＜教養部分館＞

1．延長開館
　　　平日　9：00～20：00　土R翌9：00～16：30

　　実　施　日

　　　昭和57年4月12日（月）～7月10日（土）

　　　昭和57年9月13日（月）～12月25日㈹

　　　昭和58年1月7日（金）』～　2月28日（月）

2．通常開館
　　　平日9：00～17：00土曜9：00～12：00
　　実　施　日

　　　昭和57年7月12日（月）～8月7日（il）

　　　昭和57年8月16日（月）～9月11日（土）

　　　昭和58年3月22日（火》～3月31日（木）

3．　閉館日（閲覧，貸出業務停止日）

　　毎月1日（但し，1日が日曜，祝日の場合はその

　翌日。なお，10月1日遅開館します。）

　　開学記念日

　　昭和57年4月2日㈹～4月10日（土）

　　昭和57年8月9日（月）～8月14日（土）

　　昭和57年12月27日（月）～12月28日（火）

　　昭和58年1月4日（火）～　1月6日（木）

　　昭和58年3月2日（水）～　3月19日（土）

4．休館　日
　　日曜，祝日，年末年始

オンライン情報検索についてのお知らせ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一中央図書館一

　中央図書館では，昭和56年4月から「JOIS」によるオンライン情報検索サービスを行っていますが，こ

のたび同システムのサービス料金が別表1）の通り改定されましたのでお知らせします。また，全てのファ

イルが月曜から金曜まで利用できるようになりましたので併せてお知らせします。

　なお，「DIALOG」によるオンライン情報検索サービスも本年5月から開始しました。接続時間及び主な

ファイルの使用料金等は別表2）の通りです。この使用料金等に取扱手数料と通信回線使用料とを加算した

ものが利用料金となります。利用の範囲を校費支弁によるものに限り，上・下半期に移算請求によって精



算することなどは「JOIS」の場合と同様です。

　中央図書館のオンライン情報検索サービスは参考調査掛（内線2454，2464）が担当しています。

別表1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　「JOIS」サービス料金

　　　　1．オンライン料金

オ　フ　ラ　イ　ン　料　金

データベース名 ファイル接続料金 回　答　出　力　料　金
手　配　料　金

Aタイプ（抄録付） Fタイプ（抄録無）

JICST 210円／分 500円／回 35円／件 17円／件

JMEDICINE 210円／分 500円／回 27円／件 17円／件

JCLEARING 210円／分 500円／回 17円／件 17円／件

JTERM 210円／分 一 一 一

JCATALOG 210円／分 一 一 一

MEDLINE 210円／分 500円／回 30円／件 20円／件

CASEARCH 310円／分 500円／回 一 42円／件

TOXLINE 320円／分 500円／回 48円／件 30円／件

BIOSIS 311円／分 500円／回 一 17円／件

CAB 337円／分 500円／回 53円／件 35円／件

MESH 210円／分 一 一 一

CASNAME 310円／分 一 ｝ 一

2．ユーザーSDI料金

　　　　　　Aタイプ：抄録付き全項目　　Fタイプ：抄録なし全項目

（注）JMEDICINEは新規　　　　　3．その他のオンライン料金

データベース名 基本料金 回答出力料金

JICST 1，630円／1検索 35円／件噛

JMEDICINE 1，630円／1検索 27円／件

MEDLINE 1，630円／1検索 30円／件

CASEARCH 1，630円／1検索 ご142円／件

項　　　　　目 料　　　金

質問登録料金1（1質問当り） 25円／日

オンライン複写申込接続料金 90円／分

会　話　退　避　料　金 360円／回

無　　　料

別表2）

　　　　　　　　　「PI今LOG・オン7イン情報検索

A　サービス時間（中央図書館における利用時間）

月曜…4時～i塒．’火～鐸・9時一1時・4時一17時

Bサービス料金

土H蓬　　9日寺～10日寺

データベース名
データベニス

g用料　　／時

オフラ、インプリント

i全レコード）　　／件

オフラインプリント

i抄録なの　　／件

ERIC 　　　　　ドルQ5 　　　　　　　　　　　　　ドル
O．10

　　　　　　　　　　　　ドル
O．05

CA　SEARCH 64 0．20（0．10） 0．18（0．10）

BIOSIS 58 0．15 0，075

NTIS 40 0．10 0．5

COMPENDEX 80 0．30（0．20） 0．15（0．10）

INSPEC 75 0．25〈0．15） 0．125（0．075）

MEDLINE 35 0．15 0，075
（　）は検索結果をオンラインでタイプした場合に加算される料金です。
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　　　　　　　　　　　　　　文献検索取扱内規
　（趣　　旨）

第1条　この内規は，九州大学附属図書館中央図書館（以下「中央図書館」という。）が，本学の教職員の

　申込みによりオンライン文献検索サービス（以下「文献検索」という。）を利用する場合の取扱いについ

　て必要な事項を定めるものとする。

　（利用の範囲）

第2条　文献検索は，本学の教職員が学術研究のために利用する場合で，かっ，利用料金を学内校費の移

　算の方法で支払うことができるものに限り利用することができる。

　（方　　法）

第3条　文献検索の利用の申込みは，別記様式の文献検索申込書により部局等の図書掛（室）を経由して

　行う。

　（利用料金）

第4条　利用料金は，文献検索サービス提供者によって定められた額とする。

2　前項の利用料金の額には，通信回線料金及び取扱手数料が加算されるものとする。

第5条　中央図書館は，上・下半期毎に各利用部局等に対して利用料金の移算請求を行う。

　（機器等の管理）

第6条　文献検索に使用する機器及びパスワードの管理は，中央図書館が行う。

　　　附　　則

1　この内規は，昭和57年4月1日から施行する。

2　JOIS利用事務取扱内規（昭和56年4月1日施行）は廃止する。

学内図書館だより

　　　　　　　　　　　　新医学図書館の開館について

　去る2月5日（金）から新営の医学図書館が

開館しました。新館については本誌第17巻第

3号に詳しく紹介されています。’

　新館の完成に伴い，医療技術短期大学部図

書室の図書も混排しました。今後，設備の整

った図書館にふさわしく，VTRなどの資料を

充実させて行く予定です。

　なお，細部についてはまだ整備不十分な点

もあり利用者にご不便をかけることがあるか

も知れませんが，図書館職員もさらに努力し

ますので，よろしくご協力をお願いします。

〈医学分館）

図書館統計

　　　　　　　　　　　　　文献複写利用統計
大学図書館における学術文献の相互利用（閲覧・複写・貸借）は年々増加しており，中でも複写による
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利用は学内・学外を問わず増え続けている。中央図書館の昭和56年度文献複写統計は別表1）の通りである

（前年度比：枚数・金額20％増，件数2％増）。

　また，箱崎地区における文献複写の受付窓口が中央図書館のみであるために，学部等から借用した資料

冊数は別表2）に示した（昨年度比：16％増）。学部図書掛（室）のご協力に感謝する次第である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中央図書館相互利用掛）

昭和56年度文献複写統計
中央図書館

電　子　複　写 引　　　　　伸 マイクロフィッシュ 合　　　　　　計　種　　目

W　　目 件数 枚　数 金　額 件数 枚数 金　額 件数 枚数 金　額 件数 枚　数 金　　額

学内私費 720 9，241 369，640 17 503 52，980 737 9，744 422，620窓
口
受
付

学外私費 1，418 53，675 2，639，915 5 141 21，490 1，423 53，816 2，661，405

依頼私費 428 10，059 532，951 3 43 6，593 2 307 7，095 433 10，409 546，639

学外私費 1，182 14，631 797，005 2 156 14，270 1 3 1，365 1，185 14，790 812，640大
学
間
振
替

学外校費 5，249 73，863 3，907，270 2 31 12，425 5，251 73，894 3，919，695

依頼校費 568 11，946 626，377 568 11，946 626，377

納告によるもの 254 2，432 132，140 254 2，432 132，140

学　内　移　算 2，003 17，308 433，520 72 9，225 537，540 1 161 45，080 2，076 26，694 1，016，140

B　L　L　D 30 498 69，150 30 498 69，150

合　　　計 11，852 193，653 9，507，968 99 10，068 632，873 6 502 65，965 11，957 204，223 10，206，806

昭和56年度　文献複写のための学部資料借用統計
中央図書館

借　　　　　　　用 借　　　　　　　　用　　種　　上

煤@　局
洋雑誌 和雑誌 単行本 計

全『
ﾌ
感
　
率

　　種　　二

煤@　局
洋雑誌 和雑誌 単行本 計

全　体
艨@率

土　　　学　　　部
冊
2
8
2

冊
4
7
2

103
冊
8
5
7

％
2
6

資源工学科 31 8 2 41
」

法　　　学　　　部 354 109・ 106 569 18 冶金系学科 210 24 234
一

丁　　済　　学　　部 35 47 38 120 4 造　船　学　科 21 21
一

生　　育　　学　　部 190 40 17 247 8 航空工学科 39 2 41
一

工　　　学　　　部 （952） （119） （16） q，087） （34） 応用原子核工学科 19 19
一

土木工学科 26 24 1 51
一 共　通　講　座 48 1 49

一

水工土木学科 41 12 53
一 応用力学研究所 119 15 6 140 4．5

建　築　学　科 39 14 2 55
一 生産科学研究所 45 45 1

電気系学科 130 19 3 152
一 大型計算機センター 1 1 1 3

一

機械系学科 97 7 4 108
一 農　学　部　教　室 30 23 27 80 2

化学機械工学科 38 1 39
一 理　学　部　教　室 40 3 50 93 2．5

応用化学科 213 7 4 224
『 合　　　計 2，048 829 364 3，241 100．0

※　理・農学部は，教室よりの借用分のみ。

※　（　）内は工学部の合計である。

　　　　　　　　　　　　温泉治療学研究所図書室の名称変更について

　温泉治療学研究所は，本年4月1日から医学部附属癌研究施設と合体し，生体防御医学研究所に改組統

合された。これに伴ない，図書室の名称は「生体防御医学研究所図書室」略称「生医研図書室」となった。
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本学教官著作寄贈図書
　〈中央図書館〉
文学部中国哲学研究室
　荒木教授退休記念中国哲学史研究論集
　　葦書房　昭56

真鍋　大覚（工）

　大地の雲映　　中日新聞社　昭56

高濱　靖英（歯）

　ホモサピエンス・アメリカーナ
　　九州大学出版会　昭57

　〈医学分館〉
柳瀬　敏幸（医）

　病気の遺伝学　　金原出版　昭56

　〈文学部〉
岡村　　繁（文）

　封馬藩現存漢籍分類目録　前編
　　九州大学文学部　昭55

奥村　三雄（文）

　　平曲譜本の研究 桜風社　昭56

川添　昭二

　太宰府天満宮連歌史一資料と研究一1～2
　太宰府顕彰会　　昭55～56
鎌倉文化　　新興社　昭53

　九州中世史研究　第1～2輯
　　文献出版　昭53～55
　蒙古襲来研究史論　　雄山閣　昭52
　中世文芸の地方史　　平凡社　昭57
　中世九州の政治と文化　　文献出版　昭56

中野　三敏（文）

　戯作研究　　中央公論社　昭56

西谷　　正（文）

　韓国文化の源流　金元龍著　西谷正等訳
　　学生社　　昭56
　韓国考古通信　　学生社　昭56

藤野　　保（文）

　佐賀藩の総合研究　　吉川弘文館　昭56

　〈経済学部〉
都留大治郎（経）

　家族複合経営の存立条件
　　九州大学出版会　昭57

秀村　選三（経）

　守屋舎人日帳 第4巻　　文献出版　昭57

　〈農学部〉
高橋伊一郎（農）

　輸入農水産物　一輸入制度と国内流通一
　　農林統計’協会　昭57

◆会 議

九州地区国立大学図書館協議会（第12回）

　　　　　〈とき：昭和57年4月26日　　ところ：鹿児島市〉

九州地区国立14大学から35名が参加して開催され，次の一驚議題について討議された。

外国雑誌購入費（学内共同利用分）予算について

「学術情報システム」における地域センター端末館の拡充推進について

第29回国立大学図書館協議会総会提出議題について

次期（昭和57年度）国立大学図書館協議会役員館の選出について

次期当番館について

文献相互利用におけるファクシミリの導入について

九州地区国立大学図書館相互間の職員の交流について

昭和57年度九州地区国立大学図書館実務者連絡会議について

なお，来年度地区協議会の当番館は，九州工業大学に決定した。

九州地区大学図書館協議会総会（第33回）

　　　　　　〈とき：昭和57年4月27日　　ところ：鹿児島市〉

　本総会は，加盟館45館中43館から94名が参加して開催された。

　慣例により当番館の3大学（鹿児島大学，鹿児島県立短期大学，鹿児島経済大学）の中から鹿児島大学

附属図書館長を議長に選出，永年勤続者及び退職者表彰，昭和56年度の決算報告及び昭和57年度の予算案
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等の審議がありそれぞれ承認された。

　続いて，「職員の外国語力について」という議題に入り，活発な討論が行われた。

　午後からは，九州大学蓑輪事務部長の「北部九州地区国立大学図書館機械化ネットワークシステムの現

状について」と題する講演があった。

　なお』，本館からは，塚原館長，蓑輪事務部長，永芳整理課長，長整理課長補佐が出席した。

国立大学附属図書館事務部課長会議

　　　　　　〈とき：昭和57年5月21日　　ところ：東京医科歯科大学〉

　松浦学術国際局長の開会の挨拶に続いて，田保橋情報図書館課長から「大学図書館の当面する諸問題に

ついて」具体的な説明が行われた。次いで，　「昭和57年度国立大学図書館関係予算の概要等について」勝

村情報図書館課課長補佐から詳細な説明があったあと，質疑応答が行われた。

　午後の会議では，田保橋課長から「昭和56年度学術情報センタ、一システム開発調査概要等について」一

般的な説明があり，続いて，倉橋情報図書館課専門員から「昭和56年度学術情報センターシステム開発調

査協力者会議部会（目録システム）報告について」スライドを使って詳細な解説があったあと，学術盾報

システム等に対する意見交換があった。

　なお・，この会議は，全国93の国立大学図書館から139名の部課長・事務長が参加して行われ，本学から

は，蓑輪事務部長，長谷川閲覧課長が出席した。

福岡県・佐賀県大学図書館協議会総会

　　　　　　〈とき：昭和57年5月25日　　ところ：佐賀市葉がくれ荘〉

　本総会は，加盟館39館中36館63名が参加して開催され，当番館である佐賀大学石橋図書館長を議長に選

出し，議事が進められた。

　1．昭和56年度決算及び監査報告を承認した。

　2．昭和57年度予算案を承認した。

　3．協議題「地域的な図書館間の相互協力の実施一応1段階として外国新聞の分担保存について一」に

　　ついて討議が行われた。

　4．昭和56年度地区研究会実施状況について，北部，福岡，南部地区ごとに報告があった。

5．　「大学図書館蔵書目録の機械化について」をテーマに，丸善㈱MASISセンター次長田所一夫氏の

　　講演があった。

　6．昭和57年度理事館に九州歯科大学，監事館に西南女学院短期大学が選出された。

お知らせ

改修工事に伴う利用停止について

保存図書館及び文学部収蔵の資料がそれぞれ下記の期間中，改修工事のため利用停止となります。

　　　保存図書館　　昭和57年7月1日（木）～昭和57年10月20日dり

　　　文学部　昭和57年8月16日目月）～昭和58年3月31日休）

昭和57年度九州大学図書系職員語学（ロシア語初級）研修会の実施について

　図書系職員を対象として毎年行われる語学研修が本年も下記の通り実施されます。

1．科　　　目　　ロシア語（初級）

2．　日　　時　　7月26日（月）～9月27日（月）
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3．会　　　場

4．　テキスト
　　及び受講料

毎月・木曜　15：00～17．こ00（但し，8月12日及び8月26日～9月2日は休講）

中央図書館小会議室（3F）

テキスト（未定）代は受講者負担。受講料不要

委　員　長

委　　　員
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〃
〃
〃
〃
〃
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〃
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◆人事異動
4．1　松川　　衛（附属図書館整理課長）山口大学附

　　　　　　　　属図書館事務部長へ

〃
〃
〃

ll

〃
〃

t
t

11

福永　寿夫（整理課受入掛長）法学部図書掛長へ

今長谷　学（整理課会計掛長）退職

永芳　弘武（大阪大学附属図書館閲覧課長）附

　　　　　属図書館整理課長へ

後藤　　勇（医学部附属病院医事課給食掛長）

　　　　　整理課会計掛長へ
落石　　清（閲覧課閲覧掛長）整理課受入掛長へ

天野　二郎（教育学部図書掛長）閲覧課閲覧掛

　　　　　長へ

栗山　成昭（整理課会計掛）整理課会計掛会計

　　　　　主任へ

奥野　亜美（教育学部庶務掛）整理課洋書目録

4．　1

〃
〃

t一

ク
〃
〃

／1

　　　　　掛へ

外垣　秀夫（医学分館閲覧掛）教養部分館受入

　　　　　掛へ

小川　　稔　医学分館閲覧掛に採用

森松　睦雄（教養部分館受入掛）薬学部庶務掛

　　　　　図書主任へ

友納　昭二（法学部図書掛長）教育学部図書掛

　　　　　長へ

井出　公東（理学部図書掛）農学部図書掛へ

中島　健次　理学部図書掛に採用

保田　秀人（薬学部庶務掛図書主任）鹿児島大

　　　　　学附属図書館閲覧課参考係長へ

深川　光郎（農学部図書掛）医学分館参考調査

　　　　　掛へ

◆　日　　　　i録　（昭和57年3月7日～6月30日）

　　　　会　議　等
3．9　図書館体系検討委員会（箱崎地区のみ）

　23　図書館体系検討委員会（第5回）
4．19　図書館商議委員会（第121回）

　26　九州地区国立大学図書館協議会（第12回）於鹿

　　　児島市
　27　九州地区大学図書館’協議会総会（第33回）於鹿

　　　児島市

　30北部九州地区国立大学図書館機械化ネットワー
　　　ク協議会開発連絡小委員会

5．17　同　　　上

5．19　国立大学図書館’協議会常務理事会（昭和56年度

　　　第3回）於東京大学
　20　国立大学図書館協議会賞受賞者選考委員会・図

　　　書館協議会理事会（昭和56年度第3回）　於東京大学

　21　国立大学附属図書館事務部・課長会議　於東京

　　　医科歯科大学

　22　外国雑誌センター館会議　於東京工業大学

　25福岡県・佐賀県大学図書館協議会総会於佐賀市
6．16～18　国立大学図書館協議会総会等（第29回）

　　　於松本市

　25　図書系掛長会議・同研修会
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